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研究成果の概要（和文）：　4年間に亘る本科研費プロジェクトの中心的な課題内容は、マルクスが1866年に発生した
恐慌について1868年の9月からの1年間に取った主として当時の新聞からの抜き書きと切り抜きを内容とする新メガ第Ⅳ
部門第19巻のためのテキスト作成作業であり、また、この作業にともなって得られるマルクスの恐慌理論についての新
たな知見を研究することであった。前者については当初の見通しのように最初の3年間で完了するにはいたらず一部4年
目の事業内容にまで食い込んだとはいえ最終的には完遂することができた。また後者につぃては得られた知見を国内外
の専門研究者たちと共有し彼らの評価にかけるべく大規模な国際研究集会を開催できた。

研究成果の概要（英文）： The main task of this JSPS project implemented during the last 4 years was to 
transform into digital text the contents of the excerpt and scrap notebooks Marx made during one year 
from September 1868 principally from newspapers in order to trace the process of the economic crises in 
1866, for the purpose of preparing the volume 19 of the part IV of new MEGA, which is to include these 
materials. It was equally aimed at to study these new materials for deepening our knowledge about the 
theory of crisis of Marx. As for the first objective, though we could not accomplish altogether the 
initial objective till the end of the third year, it was after all finished before the expiration of the 
present project. And as for the second, we could organized an international conference on MEGA and the 
theory of Marx on the economic crises in inviting foreign researchers from many countries of the world, 
to share with them our new knowledge acquired from the above work, submit it to their estimation.

研究分野： 経済学説・経済思想
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１．研究開始当初の背景 
 1990 年代初頭のソ連・東欧の社会主義の崩
壊にともない、70 年代から開始されていた新
メガ（歴史的批判的マルクス・エンゲルス全
集）の刊行事業は一時危殆に瀕したが、国際
的な協力体制の下で新たに再開された。1998
年に大谷禎之介を代表とするメガ日本編集
委員会が発足し、国際的な編集主体である
IMES（マルクス・エンゲルス財団、本部：
アムステルダム）より新メガ第四部門の第 17
巻から 19巻までの編集を正式に委託された。
竹永が研究代表者となりそれまでほとんど
編集作業の進んでいなかった第 19 巻（マル
クスの1868年から69年までの恐慌をテーマ
とする 7 冊の抜粋ノートを収録する予定）の
編集を加速させるために、科学研究費補助金
を取得することが不可欠であると考えた。 
 
２．研究の目的 
 本プロジェクトによる研究の中心目的は、
上記の新メガ第四部門第 19 巻の刊行に向け
て、その基礎作業としてマルクスの抜粋ノー
トの内容を電子テキストに変換していくこ
と、ならびに、マルクスがこれらの抜粋ノー
トを作成するにいたった歴史的経緯および
彼自身のそれまでの研究経過について調査
し抜粋ノートの性格に対する理解を深め、こ
れをもとに新メガの各巻に付される付属資
料に収録する編集者序文の執筆のための予
備作業とすることであった。 
 また、上述のように新メガの編集は前世紀
末以来、世界のいくつかの国での編集グルー
プ（多くはボランティア）により同時並行的
に進められており、科学研究費補助金という
一定のまとまった金額の公的助成を受ける
ことのできた日本の編集委員会が中心とな
って、国内外の関係研究者を招聘して相互の
経験・情報・意見の交換を行うべく、国際コ
ンファレンスを最終年度末に開催すること
を計画した。 
 
３．研究の方法 
 新メガの第四部門は、マルクス（およびエ
ンゲルス）が生涯にわたって作成した抜粋ノ
ートを電子テキスト化し活字媒体によって
研究者の利用に供することを趣旨としてい
る。そのためまず必要なのは、アムステルダ
ムの社会史国際研究所(IISG)とモスクワのロ
シア国立社会・政治史アルヒーフ（RGASPI）
に所蔵されているマルクスの抜粋ノートの
オリジナルをパソコン画面上で見ることの
できるデジタル画像に変換し、これを、
1920−30 年代にモスクワで旧メガの準備作
業の一環として作成されていた解読タイプ
原稿と照合しながら、手動でデジタルテキス
トに変換する（パソコンに入力する）こと、
そして、さらにこれを、マルクスが抜粋した
元の文献（第 19 巻の場合、そのほとんどは
当時イギリスで刊行されていた週刊・日刊の
新聞）と照合して、抜粋箇所のオリジナルと

の異同を逐一記録していくことである。こう
した地道で膨大な作業を積み重ねることが
本研究の基本的な内容である。ただし研究代
表者・研究分担者だけではまかない切れない
部分については外部の研究者（主として日本
とドイツ人ネーティブの大学院生とポスト
ドクター生）にも頼る必要があった。また、
マルクスが抜粋した元の文献（Quelle、多く
は 19 世紀中葉のイギリスをはじめとするヨ
ーロッパ諸国の刊行物）を収集するために、
ロンドンのブリティッシュ・ライブラリーな
ど直接現地に赴くことも必要であった。 
 
４．研究成果 
 本科研費プロジェクトの中心目的は新メ
ガ第Ⅳ部門第 19 巻の編集作業とりわけその
基本である当該巻のテキストの作成にある。
4 年間にわたるプロジェクトと交付された助
成金を用いて、最初の 3年間でテキストの作
成作業を完了させることを当初から予定し
てその実現に向けて鋭意努力したが、一部を
残してテキスト作成は4年度まで継続しなけ
ればならなかった。しかし 2015 年 3 月の終
了時点までには本巻に収録予定の 7 冊の抜
粋・切り抜きノートの内容をすべてデジタル
テキスト化することができた。これを元にさ
らに新メガの各巻に付属する研究資料を整
備することは今後の課題である。 
 このテキスト作成作業にともなってそれ
ぞれのノートに収録されている抜粋文書に
つぶさに当たることが出来、1860 年代末のマ
ルクスが 1866 年の経済恐慌についてどのよ
うな認識を有していたのかについていくら
かの手がかりが得られた。 
 マルクスは1868年の秋になってから、1866
年 5月に勃発した恐慌の展開過程とその余波
について具体的な調査を開始した。この 2年
半の時間的なずれは、彼が恐慌勃発の当時
『資本論』第一部の最終仕上げに没頭してい
て眼前で展開している恐慌について本格的
に研究しうる余裕を持たなかったことによ
って説明される。彼の恐慌についての主とし
て新聞記事からの抜粋がおよそ2年半も前に
遡って始められているのはこのためである。
このための情報源としてマルクスが主とし
て依拠したのは貨幣･金融関連の専門紙 The 
Money Market Review と一般経済紙 The 
Economistであった。1866 年の恐慌が「すぐ
れて金融的な性格」を持つことから彼は前者
の専門紙を重視したが、しかし、恐慌を幅広
い視点から捉えようとする彼の従来からの
スタンスを保持すべく後者からの情報収集
にも力を注いだ。 
 主としてこの二紙からの抜粋の内容を全
体として見てみると、マルクスがこの時期の
情報収集によって目指したのは、たしかに
1860 年代の恐慌の特殊な性格を把握するこ
とでもあったが、それよりもむしろ、彼が『資
本論』第一部に続いて準備を急いでいた第二
部・第三部の執筆に必要な材料・データの研



究であったと考えられる。68 年からの 1年間
に作成された新聞からの抜粋には貨幣･金融
業界の動きだけでなく土地所有や農業にか
かわる記事も多数含まれている。このことは、
この時の抜粋作業の目的がもっぱら恐慌の
研究だけを中心としていたのではなかった
からと解釈しなければならない。抜粋の全体
はむしろ、『資本論』全体の最終的な仕上げ
という、マルクスが 1860 年代のなかば以来
進めていた研究経過の中に位置づけてこそ
的確に捉えられるのではないか。 
 しかしこれらのテーマをめぐるマルクス
の研究は 1869 年を境にしだいに対象地域を
アイルランドやロシアといった、世界資本主
義の中心部から周辺部に移動させてゆく。そ
の全体像を捕らえようとすると、もはや新メ
ガ第Ⅳ部門第 19 巻に収録される抜粋ノート
の範囲を超えた考察が必要となるが、これは、
先に言及したテキスト作成作業に続く段階
と同様、今回の科研費プロジェクトによる研
究の先にある課題となる。 
 最終第 4年度は、重点を以上に概説したテ
キストの作成から新メガをめぐる最近の国
内外の動向についての情報・意見の交換を趣
旨とする国際コンファレンスの準備に移し
た。年度はじめの時期から国内外の関係研究
者との連絡・協議を重ねコンファレンスの具
体的な内容を少しずつ固めていくと同時に、
海外研究者の招聘に必要な日程の調整や航
空券・宿泊の手配に多くの時間と労力を費や
した。結果的に、国内外から 20 名程度の参
加を得ることができ、各人からそれぞれの研
究テーマについての英文ペーパーを提出し
てもらった。今後これらのペーパーを編集し
て論文集として刊行する可能性を模索して
いる。また、今回のコンファレンスはテーマ
の点からも多数の国からの参加者の人数の
点からも、おそらく前例のないものと言える
であろう。これを機会に今後ともさらに研究
と情報交換のネットワークが広がることが
期待される。 
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